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【表紙画像説明】
2026年は日本初の公開天文台である倉敷天文台の設立から 100周年にあたる．日本公開天文台協会で
は「公開天文台 100周年」として，各種企画を実施している．写真は，倉敷天文台開台時の関係者の写
真（倉敷天文台提供）．前列左から水野千里主事，山本一清台長，原澄治名誉台長．当時の天文台は官立
の研究機関が中心だったが，倉敷天文台は「公開」を目的に設立された初の天文台である．
【今月の表紙デザイン】
今月は「夏の大三角」をモチーフに描きました．ベガ（織姫星）と，アルタイル（彦星），はくちょう座

のデネブが浜辺でスイカ割りをしている様子です．地球上の浜辺にある砂粒の数は，人が観測可能な星の
数の多さと同じくらいだと言われています．浜に行く機会があれば，それを思い出して小さな悩みは忘れて
しまいましょう．
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